
第８章「恒常性」（１） ７/５

1. 内部環境と恒常性

2. 内分泌系と恒常性

3. 自律神経系と恒常性

4. 内分泌系と自律神経系による恒常性調節

5. 恒常性と規則性



恒常性（ホメオスタシス）： 生体の内部や外部の環境因子の変化に
かかわらず生体の状態が一定に保たれる性質

多くの調節が体液（細胞外液）
・血液の調節に関係する



（体重約60kgの場合）

ヒト体内における水・血液の分布



細胞と細胞外液間では常に物質が移動する



細胞外液（血液）の成分・性状は一定範囲内に保たれる



フィードバック調節機構： センサー と 効果器



内分泌系とホルモン

ホルモン：血液中に放出され、標的器官において受容体と結合、
効果を発揮

内分泌：ホルモンが血液中に分泌されること

外分泌：分泌管を持つ腺（汗腺、消化腺）からの分泌

化学的構造により３種類に分類

ペプチドホルモン：成長ホルモン、バソプレシン、インスリンなど

ステロイドホルモン：エストロゲン、プロゲステロン、
糖質コルチコイドなど

チロシン誘導体：甲状腺ホルモン、アドレナリン、
ノルアドレナリンなど



内分泌臓器（器官）



視床下部ホルモンと作用

下垂体中葉 色素細胞

赤字部分：テキスト＆プリントの記述の訂正

メラニン顆粒の拡散



脳下垂体門脈

脳下垂体からのホルモン放出は視床下部により制御される

表8-2も参照



下垂体ホルモンと作用



下垂体ホルモンと作用

中葉 色素細胞

メラニン顆粒の拡散

色素胞刺激ホルモン メラニン合成促進

中枢作用(記憶・行動)



表8-2も参照

下垂体前葉ホルモンの標的器官と作用



下垂体中葉・後葉ホルモンの標的器官と作用



ACTH産生細胞での切断部位 (下垂体前葉)

MSH産生細胞での切断部位 (下垂体中葉)

ACTHとMSHは同一遺伝子産物より生成される



甲状腺・副甲状腺ホルモンと作用



甲状腺・副甲状腺ホルモンと作用

甲状腺濾胞細胞→ 甲状腺ホルモン

甲状腺傍濾胞細胞→ カルシトニン

副甲状腺→ パラトルモン



甲状腺と副甲状腺

甲状腺濾胞細胞→ 甲状腺ホルモン

甲状腺傍濾胞細胞→ カルシトニン

副甲状腺→ パラトルモン



甲状腺ホルモン放出のネガティブフィードバック調節



内分泌臓器（器官）



膵臓ホルモンと作用



副腎ホルモンと作用



下垂体ホルモンによる糖質コルチコイド分泌調節



生殖腺ホルモンと作用

男性（雄性）ホルモン(アンドロゲン)：テストステロン

卵胞（発情、女性）ホルモン(エストロゲン)：エストラジオール

黄体ホルモン：プロゲステロン



下垂体ホルモンによる生殖腺ホルモン分泌調節



生殖腺ホルモン分泌と性周期



内分泌系のまとめ

下垂体ホルモンにより放出促進されるホルモン
→ （ネガティブ）フィードバック



自律神経系の位置付け



自律神経系の出力部位と支配先



交感神経と副交感神経の投射先と拮抗作用


